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ら構成され、本論、図表、注、参考文献を含めて、 A4判で計 166 ページから成っている。















Metaphoricall Invention of a Tragedie Called Phoenix" (1584) に登場する Phoenix と同一視できる存在にあるこ
とを前提にして、プロスベロは、自らの物語を語ることができる立場にありながら、 ドラマの世界で、は他の登場人物
たちの「カウンター・ナラティヴ」の攻撃を受けて、この物語る力を確信できない不安に陥っていると主張する。そ
して物語ることによる再生の治癒力を持ち得ないままの入物としてプロスペロを位置づける。第四章は、ロマンスを
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材源にもつ『二人の貴公子』を取り上げて、語りがそれを行使する者の肉体性と深く関わり、病いとして捉えられる
ものであることをテクストを詳細に読み解くことを通して検証している。第五章は、 『終わりよければすべてよし』
における語りを問題に取り上げて、このドラマは、シェイクスピアにあってはロマンス劇以前に発表された作品であ
りながら、すでに語りへの関心が現われているがゆえに、ロマンス劇への転換点、また回帰点にあることを検証して
いる。最後に、語りは、シェイクスピアのロマンス劇のテーマで、ある和解と赦しの展開に深く関わる劇的要素である
ことを示唆して、結論は締めくくられている。
論文審査の結果の要旨
本論文は、シェイクスピアの晩年に発表されたロマンス劇の作品群を取り上げ、そのジャンルの重要な特質として
「語り」が前景化されている事実に注目し、劇的世界におけるこの語りの機能を考察した新鮮な視点からの研究であ
る。 ドラマにおいて、語りの機能を果たす役割を荷なったもの、あるいは「語り手j の存在は、古くはギリシア悲劇
に登場するコーラスに特定できるものであろうが、そうした機能をシェイクスピアのロマンス劇のなかに探ろうとす
る研究はきわめて意欲的なものであると言えよう。『ペリクリーズ』と『冬物語』における語りの多義的機能への考
察は、これらの劇テクストの新たな読みの提示に繋がっている。『テンベスト』をジェイムズ王の詩“Phoenix" と関
連づけ、テクストの綿密な読みを通しての比較対照的研究は、論者におけるシェイクスピア劇への深い読みとイギリ
ス・ルネサンス文学への広範な視野からの洞察の証しを物語るものであろう。また、『二人の貴公子』と『終わりよ
ければすべてよし』を論じた研究は、語りの機能をセクシュアリティとの関わりの中で、探った、今日的な関心にもと
づいた興味深い考察である。
本論文は、このような優れた研究成果であるにもかかわらず、問題点がないわけではない。まず、「語り」の概念
が必ずしも明確であるとは言えず、語りが登場人物、台詞の次元、あるいはそれ以外の劇的要素において展開するの
か、論のどこかで明確に整理しておくことが望まれよう。また、ナラティヴ、ナレイション、ストリーテリング、デ
ィスコース、カウンター・ナラティヴなどの用語の輪郭が不鮮明のまま使用されたり、論の展開がときにいくらか舌
足らずになる傾向があるのも気になるところである。
しかし、これらの点は本論文の本質的な価値を損なうものではない。よって、本論文を博士、(文学)の学位にふ
さわしいものと認定する。
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